

























































賞眼を養 うためには,過去 ・現在の数多 くの
優れた作品に接 し,その価値を鵜呑みにする
のではなく,自 らも発見 しようとする力を身
につける必要があるという。さらに,よ り一
層深めていくためには,作品鑑賞とともに,
それを生み出した制作者や時代背景への理解
が必要であることを主張 している。 このよう
な目的のもと,本 書は,「日本の陶芸史に大
きな足跡を残 した」48人を選定 し紹介すると
いう大胆な形式をとっている。
本書の構成は目次を一読すればわかるよう
にまとめ られている。まず江戸時代,明 治時
代,大 正昭和時代 と大きく三つの時代にわけ
られている。江戸時代では,「窯元 と文人陶
工の時代」,明治時代では 「西欧世界 と製陶
家の時代」,大正昭和時代では,「個性制作と
陶芸家の時代」 と,各時代の陶磁器制作の特
徴によって分類されている。そ してこの三つ
の時代に活躍 した,あ るいはその後の日本の
陶芸界に影響を与えたさとされる制作者を取
りあげているわけである。また,目次ではそ
れぞれ一言で端的に制作者の紹介がなされて
おり,まずそこで各作家の簡単な概説を受け
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ることができる。
ここで選ばれた作家と,その作家の簡単な
紹介を見比べつつ,読 み進めていけば,制作
者の特性とともに,編者の個性をも同時に把
握できるという点は興味深い。
本書は,や きものの初心者には審美眼を鍛
える入門書として,上級者には視野を広げる
バイブルとして活用できるものと思われる。
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